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第 10 回「「常識の修養」 〜 隠れた底流活動 〜」 

 

昨日は、父の日（2020 年 6 月 21 日）であった。 アメリカ在住の娘と孫から「Happy 

Father’s Day」のメールが届いた。 涙なくして語れない！  新型コロナウイ

ルスの感染の長期化を受けて 関心が高まったテーマとして「常識の修養」&「苦

労は 自分だけではない」が 注目されているようである。 医療の地域貢献活動

は、本当に大切である。「言葉を糧としている ＝ 対話」&「言葉の院外処方箋 

＝ 純度の高い専門性と社会的包容力 ＝ がん哲学塾」の存在は、時代的要請で

はなかろうか！ 「いつの日か、医者の仕事は まったく 隠れた底流活動と な

るであろう」（新渡戸稲造）。 まさに『「知識の道」から「叡智の道」へ』の

時代となろう！  今週末 『「がん哲学外来 メデイカルカフェ in 世田谷深沢」 

オープン記念講演会』が 企画させている（次ページ）。 

 

 

 

  



 

 

 

 


